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新年のご挨拶

公益社団法人 日本橋法人会　　会 長　三田　芳裕

　ここに２０２０年、令和２年を迎え、謹んで新
春のご祝詞を申し上げます。

　皆様にはお健やかに新年を迎えられましたこと
とお喜び申し上げます。
旧年中は会員の皆様には当会の運営と活動へのご
理解とご支援をいただき誠に有難うございまし
た。

　昨年１０月１日より消費税率が８％から１０％
に引き上げられると同時に「軽減税率制度」が新
たに導入され３か月が経過しました。
　当会では昨年度、消費税率引き上げの準備とし
て、制度の説明会や研修会を開催し、事業者の皆
様に制度を周知し、理解を深めて頂きました。

　また、平成30年度税制改正により「電子情報処
理組織による申告の特例」が創設され、事業年度
開始の時の資本金の額等が1億円を超える法人が
行う法人税等の申告は、ｅ-Taxにより提出しなけ
ればならないこととなり、本年（2020年）４月１
日以後に開始する事業年度より適用となります。
当会と致しましても本年度、対象となる法人向け
の研修会等も充実していく所存です。

　さて、２０２０年は東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の年でもあり、日本橋地区も訪
日外国人観光客の増加が見込まれます。大きな経
済効果が期待され、インバウンド対策をするには
一番の時期とも言えます。

　オリンピック以降も日本の文化や食事、おもて

なし、日本の四季を体感できる観光スポットなど
への関心が高まれば、インバウンド需要も拡大し、
日本橋地区も活気あふれる、魅力ある街としてさ
らに発展することと思われます。

　申すまでもなく、当会は、税のオピニオンリー
ダーとして、企業の発展を支援し、地域の振興に
寄与するとともに、税務知識の普及や納税意識の
高揚に努めるなど、税務行政の円滑な運営を推進
し、国と社会の健全な繁栄に貢献する経営者の団
体であります。
　一方で、将来を担う子供達を対象に、税の意義・
役割を正しく理解してもらうための「租税教室」
や、税制委員会・青年部会・女性部会による「税
に関する絵はがきコンクール」を実施致しており
ます。
　また、地元選出の国会議員への税制改正に関す
る要望書の提出や、中央区長をはじめ区議会への
陳情などを通じ、会員の皆様の事業や暮らし等の
活動に実質的プラス効果が上がる様、運動して参
ります。
　今後とも私共日本橋法人会は、公益社団法人と
して、税に関する研修や、経営者・従業員を対象
とした各種セミナーなど、地域に密着した活動で、
企業や社会の発展に貢献致します。

　結びに今年度も魅力ある法人会づくりのため
に、法人並びに個人事業者にも是非とも当会にご
加入頂き、共に事業活動に参画されますようお願
い申し上げます。先後になりましたが、会員の皆
様のご健勝とご多忙をお祈り申し上げ新年のご挨
拶とさせていただきます。
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新年のご挨拶

　令和２年の年頭に当たり、謹ん
で新年のご挨拶を申し上げます。
　三田会長はじめ日本橋法人会の
役員並びに会員の皆様には、平素
から税務行政に対しまして、格別
の御理解と御協力を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　日本橋法人会におかれましては、
常日頃から税務知識の普及と納税
意識の高揚を目的に様々な事業活
動を展開され、研修会、税のＰＲ
活動並びに地域の活性化を目的と
した社会貢献活動など様々な公益
事業に取り組まれております。その
活発な活動は、円滑な税務行政並
びに会員企業の事業の発展と地域
社会の健全な発展に大きく貢献さ
れておられます。今後も積極的な
活動を実施されますことをご期待申
し上げます。
　さて、日本橋税務署長として着
任してから、早いもので半年が経ち
ました。その間、7月の「日本橋橋
洗い」をはじめとして、９月の「署
長講演会」や11月の税を考える週
間における「パネルディスカッション」
など日本橋法人会の様々な活動に
参加させていただき、日本橋法人
会の役員並びに会員の皆様との交
流を深めることができ、心から感
謝申し上げます。また、本年はオリ
ンピックイヤーであり、外国からの
訪日客も一層の増加が見込まれ、
インバウンド経済、特に、新旧のバ
ランスの取れた日本橋界隈も活況
を呈し、皆様にとりまして良い年に
なりますよう願っております。

　ところで、最近の税務行政を取
り巻く環境は、経済活動のグロー
バル化やＩＣＴ・ＡＩが急速に進展
する中、課税・徴収事務がより一
層複雑、困難となる一方、税務署
の職員定数については厳しい対応
が求められております。その中で、
納税者サービスの充実の面では、
国税電子申告・納税システム
(e-Tax)や確定申告書作成コーナー
などの利便性の高い申告・納税手
段の充実に取り組んでおります。
　特に、e-Taxについては、個人の
方は従来のマイナンバーカードとＩ
Ｃカードリーダライタを使用するマ
イナンバーカード方式とは別に、平
成31年1月からＩＤ・パスワード方
式が導入されており、パソコン・ス
マートフォンなどからの申告手続き
が簡単、便利になっています。
　また、事業年度開始時に資本金
等の額が１億円を超える法人につ
いては、令和2年4月１日以後に開
始する事業年度からｅ-Ｔａｘにより
法人税申告書等を提出しなければ
ならないこととされました。データ
形式の柔軟化や提出方法の拡充と
いった申告環境整備を実施し、利
便性の向上を図っておりますので、
まだ、ご利用でない法人会会員の
皆様におかれましても、ｅ-Ｔａｘに
よる申告・納税についてご利用くだ
さい。
　さらに、昨年10月の消費税率引
上げと同時に軽減税率制度が実施
され３カ月が過ぎました。
　国税当局としましては、10月の制

度実施前より、事業者の皆様に制
度の内容を十分ご理解いただき、
準備を円滑に進めていただけるよ
う、関係府省庁や関係民間団体等
との緊密な連携を図りながら、周
知・広報等に取り組んでまいりまし
た。日本橋法人会の皆様におかれ
ましても、今後とも更なる制度の広
報・周知にご協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。
 　間もなく、令和元年分の所得税、
復興特別所得税及び消費税の確定
申告の時期を迎えます。日本橋税
務署におきましては、2月17日から3
月16日までの間、昨年と同様、東
京国税局に申告書作成の合同会場
を開設することとしております。
　所得税の確定申告をされる場合
には、会員の皆さんのマイナンバー
の記載と確認、本人確認書類の提
示又は写しの添付が必要となりま
すので御留意ください。また、ＩＤ・
パスワード方式により国税庁ホーム
ページ「確定申告書等作成コーナ
ー」を利用することで、確定申告
期間中は24時間いつでも申告でき、
大変便利な手続きになっております
ので、社員の皆様方に対しましても
御周知いただきますようお願いいた
します。
　結びに当たりまして、新年におけ
る日本橋法人会の益々のご発展と
会員の皆様の御健勝並びに御事業
の御繁栄を心から祈念いたしまし
て、私の新年の御挨拶とさせてい
ただきます。

日本橋税務署長　堀江　知洋
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新年のご挨拶

　令和２年の年頭にあたり、謹ん

で新年のお慶びを申し上げます。

　三田会長はじめ日本橋法人会の

役員、会員の皆様方には、旧年中

は、都税はもとより、東京都の行

政全般にわたりご協力、ご尽力を

賜りましたこと、厚く御礼申し上げ

ます。

　また、日本橋法人会におかれま

しては、公益社団法人として、地

域社会への貢献活動にも大変精力

的に取り組んでおられ、特に、税

の普及啓発活動として実施する「タ

ックス・フェア日本橋」での街頭広

報キャンペーンや、次世代育成のた

めの租税教育の一環として実施す

る「税に関する絵はがきコンクール」

など、幅広く区民の皆様に、税に

関する知識の普及啓発を促進する

取組を展開されました。さらに、

昨年は、コレド室町テラスで新た

に街頭広報キャンペーンを実施さ

れ、ますます充実した活動をされ

ております。都税の担当者として、

大変心強い、有意義な活動である

と感謝しております。

　日本橋法人会の会員の皆様方に

おかれましては、税への知識・理

解の深化のため、今年は昨年にも

増して、趣向を凝らした取組をされ

ることを大いに期待しております。

　さて、2020年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会の開催ま

で、半年余りとなり、東京都としま

しては、東京2020大会の成功と、

その先の東京の未来へ向けて、施

設整備等に全力で取り組んでいる

ところです。

　東京2020大会を人々の心に深く

残る歴史的な大会にするために、

商業の拠点として発展し、日本の

伝統文化を今に残しておられる、

日本橋地区の皆様方のさらなるお

力添えをいただきますよう、よろし

くお願いいたします。

　そして、電子申告、電子納税を

めぐる環境も転換期を迎えておりま

す。

　ひとつは、昨年10月に導入され

た、地方税共通納税システムです。

このシステムの導入により、地方税

においてもダイレクト納付が可能と

なりました。また、複数の地方団

体に事務所等を有する法人では、

一度の手続きで複数の地方団体へ

の納付が可能となるなど、電子納

税については、これまで様々なご

不便をお掛けしておりましたが、利

用環境が一定程度改善されたもの

と考えております。

　また、電子申告の義務化です。

いわゆる大法人が行う今年4月1日

以後開始する事業年度の法人二税

の申告書は、電子申告により提出

しなければならないこととなります。

　皆様の、電子申告をはじめとし

た都税に対する、一層のご理解、

ご協力をお願いいたします。

　私ども中央都税事務所といたし

ましても、これまで以上に、適正・

公平な賦課徴収を徹底し、税収確

保に全力で取り組むとともに、納税

者の方々に対する親切で、きめ細

やかな対応や、個人情報等への適

切な対応を実施し、都民の皆様に

信頼され、親しまれる都税事務所

としていきたいと思っておりますが、

その実現のためには、日本橋法人

会の皆様方のご協力が不可欠で

す。今後ともご支援のほどよろしく

お願いいたします。

　結びにあたり、公益社団法人日

本橋法人会が新しい年にさらに飛

躍されますよう、また会員の皆様の

ご健勝とご繁栄を心から祈念いた

しまして、新年の挨拶とさせていた

だきます。

東京都中央都税事務所長　辻谷　久雄
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新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうござい

ます。

　公益社団法人日本橋法人会の皆

さまには、令和２年の明るく希望に

満ちた新春をご家族ともどもご健

勝のうちにお迎えのことと心からお

慶び申し上げます。

　旧年中は、三田会長さんはじめ

役員、会員皆さまには本区政に温

かいご支援・ご協力をいただき厚

く御礼申し上げます。特に、各種

セミナーや研修会、絵はがきコンク

ール等の開催を通じ、会員皆さま

の納税思想の高揚、税知識の普及

に多大な成果を上げておられますこ

とに、深く敬意を表する次第であり

ます。

　本区は江戸開府以来400年以上

にわたり、わが国の文化・商業・

情報の中心として繁栄してきた由緒

あるまちであり、目覚ましい発展を

遂げております。特にこれまでの区

政において、最大の課題であった

定住人口回復という目標に向かっ

て住環境の整備をはじめとする総

合的な施策に取り組んだ結果、人

口を回復軌道に乗せ、今や16万人

を超える区民が居住するまちとし

て、活気とにぎわいに溢れています。

こうした定住人口増加の傾向は当

面続くものと区では推計しており、

今後「20万都市」も見込まれてい

ます。　

　こうした中、本区では、福祉や

教育をはじめさまざまな分野での人

口増加に伴う新たな課題解決に向

けて、20年後の中央区を展望した

「中央区基本構想」を平成29年に

策定し、本区の将来像を「輝く未

来へ橋をかける　―　人が集まる

粋なまち」と描き、この実現に向

けた「基本計画2018」のもとで各

種施策を着実に進めているところ

であります。

　本区の令和元年度当初予算は

｢『輝く未来』を次世代へ引き継ぐ

―オリンピック･パラリンピックとそ

の先へ着実に歩み続ける―｣と題し

て、新規事業22、充実事業40と各

種事業の充実･強化を図り、一般会

計総額は約1,031億円となりました。

とりわけ本区は約３万６千もの事

業所を擁する「日本一の商工業のま

ち」であり、地域経済の活性化、

経済対策を最重要課題の一つと捉

えております。本年開催される東京

2020オリンピック・パラリンピック

競技大会の中心となる選手村を擁

する本区としては、さらなる商工業

の発展に結び付けるべく、本区産

業の中核をなす中小企業や商店街

を引き続き力強く支援し、景気浮

揚の波を全国に押し広げてまいり

ます。

　平成30年度の特別区税収は、前

年度に比べて約17億9,883万円

(6.5％ )の増となり、令和元年度も

予算額を上回る見込みです。しか

し、ふるさと納税によるマイナス影

響の拡大や昨年10月から税率の引

き上げが実施された「消費税」の

景気への影響など、本区財政を取

り巻く環境は予断を許さない状況

です。こうした中、区では平成29

年12月から中央区版ふるさと納税

として、新たなまちの魅力を創造し

活力ある本区のさらなる発展を図

るため、「ふるさと中央区応援寄附」

を実施しています。今後とも自主財

源の確保など健全財政に努めると

ともに、本格的な景気回復に向け

て、最大限の努力を惜しまぬ所存

であります。

　本年も、「誰もが明るく安心して

暮らせるまち」「活気を持って働く

ことができるまち」の実現のため、

各種施策を積極的に推進してまい

りますので、皆さまの一層のご支

援・ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。

　年頭に当たり、貴会のますます

のご発展と会員皆さま方のご健勝・

ご多幸、ご事業のご繁栄をご祈念

申し上げ、新年のご挨拶といたしま

す。

中央区長　山 本 泰 人
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パネラー　
株式会社榮太樓總本鋪　代表取締役社長　細田　　 眞　氏
有限会社人形町志乃多寿司總本店 　代表取締役社長　吉益 　敬容　氏
有限会社日本橋弁松総本店　代 表 取 締 役　樋口 　純一　氏 

柏原　コーディネーターを務めせていただきます、株式会

社黒江屋の柏原孫左衛門です。法人会では社会貢献委員

会の委員長を仰せつかっております。

　本日のテーマは、お手元にありますように、「江戸から続

く日本橋　百年・三代事業継続と税務対応」ということで

パネルディスカッションを進めさせていただきます。

　今日は創業百年、三代以上続いている老舗の社長の皆

さんにお話を伺う訳ですが、創業して百年以上ということ

は、大正12（1923）年の関東大震災、そして昭和時代の

昭和恐慌、第二次世界大戦の戦災、最近では1990年のバ

ブル崩壊、2008年のリーマンショックなど多くの困難を乗

り越えてきて、事業継続をされている企業ということになり

ます。

　本日は創業百年、三代以上の日本橋の老舗の皆さんが、

税を考える週間

江戸から続く 日本橋
百年・三代事業継続と税務対応

タックスフェア日本橋 2019 パネルディスカッション

2019 年 11月15日（金）13:35 ～ 15:35
東実健保会館　６階大ホール

コーディネーター　　
株式会社 黒江屋 代表取締役社長　柏原 孫左衛門  氏

コーディネーター　　柏原 孫左衛門 氏
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歴史と伝統を守りながら時代の変化に合わせた経営改革

を行い、いかに事業継続を行ってきたか、また、いかに

税務対応を行っているかということをメインテーマとして

お話を伺いたいと思います。

　まず最初に、各社の創業理念、家訓、社訓などについ

て話を伺いたいと思います。また、パネラーの皆さんが社

長として創業以来の精神的な支柱や考え方、創業理念など

をどのように捉えているか、そしてそれをどのように経営に

生かしているかについてもお話を伺いたいと思います。今

日は趣向として、皆さんに会社の半纏または普段お店で着

ていらっしゃる作業着を着てご登壇いただいておりますの

で、それについてもご紹介願いたいと思います。

　最初に私の半纏について説明させていただきますと、当

社は黒江屋という漆器の会社ですので、ここに「黒江屋」

と入れてあります。それから、会社が日本橋にありますの

で「日本橋」と入っていまして、下のこの柄は柏の葉なの

ですが、柏原家は三つ柏が家紋になっていまして、それを

デザインしたものになっています。裏が柏原家ですので丸

柏のマークが入っているというのが当社の半纏になってい

ます。

　それでは、パネリストの皆さんからお話を伺いたいと思

います。榮太樓の細田社長からお願いいたします。

細田　榮太樓の細田でございます。

　当社は、1818年（文政元年）今の埼玉県飯能市から出

てきて九段下で創業し、昨年で200年になりました。代々、

菓子屋をやっているのですが、日本橋の今の場所に店を

構えたのは1857年からで、榮太樓と名乗ってから何年かと

いうのは、実を言うとはっきりしません。創業した九段下で

も、日本橋で店を建てた時も、両方とも「井筒屋」という

名前でやっていましたが、日本橋で出店した榮太樓初代が

「栄太郎」という幼名を持っていたものですから、誰も「井

筒屋」と呼ばずに「栄太郎、栄太郎」と呼ばれていたので、

それが自然に屋号になったそうです。

　当社は「梅ぼ志飴」が代表商品なのですが、この「梅

ぼ志飴」は、ポルトガルから伝来した南蛮菓子の有平糖

の今の形です。有平糖は江戸時代は茶人が使っていたお

菓子で、庶民の方はなかなか食べられませんでしたが、江

戸の末期になって砂糖が豊富に使えるようになった時に、

赤い飴にして、切って角が出来るのでつまんだら皺になっ

たと、それで赤くて皺で梅干しみたいな飴とお客様が言わ

れて、「梅干しみたいな飴をくれ」と言われているうちに「梅

ぼ志飴」となりました。

　このように、私共の会社は会社名の「榮太樓」も、代

表銘菓であるこの「梅ぼ志飴」もお客様に名前を付けて

いただきました。ですので、お客様に対していかにお返し

をしていくかということで代々商売をさせていただいており

ます。

　この半纏ですが、名前が「榮太樓總本鋪」と入ってい

ます。この腰周りに昔の会社の名前の「井筒」というのが

入っています。背中は、丸榮というふうに榮太樓の「榮」

の字が丸く抜いてあります。これは、丈の短いタイプなの

ですが、短くないと作業がしにくいですから、おそらくこ

の形のものは出入りの職人さんですとか、私共の店で作業

をしていた人に渡したものだと思います。

　創業理念ですが、今、申し上げましたように、会社の名

前も代表銘菓もお客様から付けていただきまして、お客様

第一ということでおりますが、その他に、もの作りの中では、

とにかく添加物や化学品となどは使わずに、天然由来のも

の、それから、これはいろいろな意味があるのですが、

できるだけ国産のものを使うということで今も商品作りをし

ております。

　皆さんはスーパーでも飴を買われると思いますが、飴と

いうのは砂糖と水飴を煮詰めて、着色料と香料を入れれば

出来ます。しかし、私共は、フルーツ飴でも天然の果汁を

フリーズドライさせて混ぜ込むというように、一般で作られ

ている飴よりも原料費が高いので同じ市場で売っていると

利益的には厳しいのですが、体に優しいもの、良いものを

㈱榮太樓總本鋪　細田　眞 氏
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お客様に提供していこうと続けております。

　家訓や社是は実はありませんでした。今から30年ぐらい

前に、私の父、現相談役の細田安兵衛が「味は親切にあり」

というのを社訓として掲げました。その時は、色々な解釈

が出てしまって、「こういう意味です」と伝えるのは難しか

ったのですが、なぜそういうことに着目したかというと、

今の父は「みんなが考えていんんだ、解釈はそれぞれバラ

バラでもいいけれども、だいたい方向として揃っていれば

いいじゃないか」という言い方をしました。それはそれで

30年以上使っていたのですが、この200年を機会に、もう

少しわかりやすくしようということで、改めて「心の豊かさ

に挑戦する榮太樓」という社是を掲げております。

　これは、お客様にはお菓子を食べていただいて、美味

しいものを食べていただいて、心が豊かになっていただき

たい、美味しいものを食べて怒る人はあまりいませんから、

美味しいものを食べていただいてもっと豊かな気持ちにな

っていただきたいということです。そのことに対して我々は

飽くなき挑戦をしていくという思いを込めております。また、

心が豊かな人間でないと美味しいお菓子も作れないだろと

いうことで、我々自身も心豊かな人間になろうという、そう

いう意味も含めて「心の豊かさに挑戦する榮太樓」という

社是にしております。このことは、折に触れ社員にも話をし

ておりますので、ほぼ伝わってきているのではないかと思

っております。

柏原　「味は親切にあり」ということを社訓にされて、今は

「心を豊かさに挑戦する榮太樓」というお話がありました

が、いただいた資料では「『温故知新』を尊ぶ社風」とい

うことも書いてありますので、そちらについてもお願いいた

します。

細田　「温故知新」はもの作りの中で自分達の精神的な拠

り所にしておりまして、創業からずっと守っている味がある

のですが、「変えてはいけないもの」と「変えて良いもの」

を我々の中に持っております。変えてはいけないものという

のは餡に対する拘り、それから飴に対する味、これは歯切

れということも含めた味なのですが、そういった飴づくり

の部分、これは変えてはいけません。ものを作る部分では

変えてはいけないということです。しかし、その表現をす

る方法については時代時代に合わせて変えていってもいい

だろうということです。社是として使っているわけではない

のですが、もの作りをするための心構えと言いましょうか、

そういう想いで「温故知新」という言葉を使っております。

柏原　今のお話にもありましたが、和菓子は餡が非常に大

切だというお話は伺うのですが、榮太樓さんはどういうと

ころを大切に、また拘っているのでしょうか。

細田　和菓子店はそれぞれの店が全部、自分のところの

餡に対して非常に拘っています。私共は、原料の小豆は北

海道産の十勝地方のものを使っていて、それもある程度、

農家と契約していまして、そこの小豆を中心に使っておりま

す。それから、餡を練る前に小豆を炊くのですが、その炊

き方、そして炊いた後にその小豆を餡に仕立てる工程、そ

ういったものに対して自分たちとしては拘りながら、変えず

に、そして餡の味を安定させるように作っております。それ

ぞれの店が拘っていて、例えば、砂糖でしたら、砂糖を小

豆と混ぜるのですが、その時にグラニュー糖がいいと言う

ところもあれば、氷砂糖がいいと言うところもあると思い

ますし、それは蜜にしたほうがいいというところもあるでし

ょうし、それぞれの店が自分たちの餡はこういうものだと

いうことで拘っています。

柏原　ありがとうございます。続いて、吉益社長、お願い

いたします。

吉益　志乃多寿司の吉益です。よろしくお願いいたします。

　当店は明治10（1877）年に創業しました。初代は広島藩

㈲人形町志乃多寿司總本店　吉益　敬容 氏
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の江戸詰めの武士でしたが、明治維新で今で言うリストラ

にあって途方に暮れていたところに、よく初代が作って食

べていた稲荷寿司をとりあえず売ってみたのが当ったのが

始まりでした。最初の数年は屋台で商売をしていて、それ

から今の地に店を構え、現在に至ります。

　今日は仕事着で参りましたが、うちの紋は、丸紋で、中

心に志乃多寿司の｢田｣の字があり、そこから四方に志乃多

の「乃」を配して丸で囲ったものです。「しのだ」に掛けて、

四つの「乃」に「多」という洒落からで、「た」の字は本来「多」

を使うのですが、どこから見ても同じの方がいいと、紋で

は「田」を使っています。

　創業時は稲荷寿司だけで商売をしていたのですが、

昭和に入ってからはかんぴょう巻きや細巻きを始めたり、

戦後になってから今のように茶巾寿司や押し寿司など、

お客様からご要望があると、そこからどんどんバリエーショ

ンを増やしていって、今は40種類ぐらい折り詰めがあって、

お客様が迷われてしまうぐらい種類が増えてしまいました。

最近は、地方のお客様からのご要望もあり、稲荷の皮や、

ちらし寿司の素を真空パックにして販売し始めました。

　理念ですが、先代も私も基本的には、「やってもいいし、

やらなくてもいいよ」、「やらないなら店をなくしてもいいよ」

と言われてきているので、家訓や社訓というのはそれぞれそ

の代が考えればいいという感じでしたので、特にはありませ

ん。私は、この先はわかりませんが、行けるところまでは手

作りでやっていけたらと思っています。感覚で味をつけると

ころがあるので、今はそれを従業員に教えたりするのをどう

したらいいか悩んでいるところです。

柏原　初代の方が広島藩の武士で、そして稲荷寿司とい

うお話でしたが、関西の方や広島でも稲荷寿司というのは

結構食べられているものなのでしょうか？

吉益　そうです。こちらは俵型が多いのですが、関西です

と三角形のお稲荷さんが多く、稲荷寿司自体は江戸時代

の中盤ぐらいからありまして、家で作って食べるものとして

あったようです。自分が好きで作っていて、得意だというこ

とで始めたみたいです。

柏原　現在は折り詰めが40種類以上とのことですが、

特色や、どういう展開をされているかなどお願いいたし

ます。

吉益　うちは江戸前はあまり得意ではないのですが、稲

荷寿司、巻物、押し寿司、茶巾で、これに季節でバリエ

ーションをつけています。

柏原　余談ですが、吉益社長は日本橋法人会で青年部会

の部会長もなさっているので、この機会に青年部会のPRな

どいかがでしょうか？

吉益　一望しますと、今日、聴講されている方々に青年部

の対象者はあまりいらっしゃらないようですが…（笑）。法

人会は真面目な会だと思いますが、その中でも青年部は比

較的楽しく、和気藹 と々みんなで旅行に行ったり懇親会を

行ったりしています。是非、本日お越しいただいている方々

のご子息で参加してみたいという方がいらっしゃいました

ら、事務局までご連絡をお願いいたします。特に三田会長と、

聴講席の一列目にいらっしゃる山本海苔店の山本徳治郎さ

ん、お願いいたします（笑)！

柏原　ちなみに、私も青年部会のOBで、息子が青年部会

でお世話になっています。是非、皆さんのご子息、お嬢様

ですと女性部会にご入会いただければと思います。青年部

会は上部団体の規定の関係で役員は50歳で定年ですが、

あとは気持ちが青年であれば、何歳でも在籍できますので

（笑）、是非、参加していただければと思います。 続きまし

て、樋口社長お願いいたします。

樋口　皆さん、こんにちは。室町一丁目で弁当屋をやって

おります、日本橋弁松総本店八代目の樋口です。最初で最

後になると思いますが、よろしくお願いいたします。

　歌舞伎座の前で買っていただいている方、いつもありが

とうございます。違う店です。

　うちの歴史ですが、今うちは室町一丁目、はんぺんの神

茂さんの並びにありまして、小さいお店なのですが、創業

当時からほぼ同じ位置でやっているようです。初代は1810
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年に新潟の長岡あたりから江戸にやってきて、当時は日本

橋の袂にまだ魚河岸があったのですが、そこで最初は「樋

口屋」という食事処を開きました。

　そこで、当然、料理が出てくるわけですが、盛りがよか

ったというのが売りだったそうです。ただ、魚河岸の中にお

店があるということはお客さんの大半は魚河岸の人達で、

当時は魚河岸には冷蔵庫も冷凍庫もありませんでしたから、

魚河岸の人達は早朝仕入れた魚を昼までに売り切らなけれ

ばいけませんでした。それで時間がなかったのです。そう

いう方がお客様のメインだったので、料理は大盛りでもそ

れを食べきる時間がない人達が多かった、それで残して帰

ってしまう人が多かったのです。

　それをうちの初代が見て、竹の皮や経木に残ったおかず

を包んで持って帰っていただいたところ、そのサービスが

非常に好評で、そのうち、お客様の方からもう最初から持

ち帰りで作ってくれという要望が出てきて、それがうちのお

弁当の原型になっています。

　そして初代、2代目、3代目と暫くはイートインとテイクア

ウトの両方できるお店でやっていましたが、3代目あたりに

なると、明らかにテイクアウト、仕出しの方が需要が多くな

ったようで、食堂はやめて、弁当屋に業態を変えようという

ことで、1850（嘉永3）年に、3代目樋口松次郎の時に弁当

屋に業態を変えました。その時に屋号も「樋口屋」から「弁

当屋の松次郎」、略して「弁松」という屋号になりました。

　1850年に弁当屋に業態を変更して、それから170年間弁

当屋をやってきたのですが、よく勘違いされるのですが、

うちが弁当というものを作ったわけではありません。弁当そ

のものはもう平安時代ぐらいからありました。しかし、弁当

の専門店としての弁当屋としてはどうやらうちが日本で一番

古いのではないかということです。

　家訓なのですが、うちも家訓というものはありません。

先日、テレビの取材で家訓やお宝がないかと、テレビのス

タッフは安易にそういう企画を立てるようで、どうせ老舗だ

から古いものがあるだろうということでうちに来て、「お宝あ

りますか」と言うわけです。しかし、都内のだいたいの老

舗は関東大震災と空襲で燃えてしまっていますから、うち

はろくなものはないですよということで、それはにんべんさ

んと黒江屋さんに押しつけて、3店舗一緒に出た番組があ

りまして、そこで「うちの家訓は味そのものです」と言って

しまいました。

　ちなみに黒江屋さんのお宝は日本橋の昔の｢擬宝珠｣だっ

たんです。今、お店の2階のショーウインドウに飾ってあり

ます。私はずっと、昔の日本橋と黒江屋さんとが縁がある

から持っていると思っていたのですが、よくよく聞いたら、

戦後、質屋と間違えて持ち込んだ人がいて、それを安く買

い叩いて持っているだけだということでした。

柏原　いえ、別に買い叩いてはいません（笑）。たまたま入

手したということです。

樋口　黒江屋さんは年に四回の「漆器市」で購入させてい

ただくのが大変お得です。普段は手が出ないので行きませ

んが、「漆器市」の時はかなり値引きされるので大変お得

です。

　あと、半纏ですね。この魚のマークが昔よく使われてい

た魚河岸のマークです。「魚市場」と書かれているのが見

えますでしょうか。魚河岸の中で商売をしていたので、「魚

市場」となっています。松もここにあります。これは単に

弁松の「松」です。では、今日はよろしくお願いいたします。

柏原　樋口社長、どうもありがとうございました。

　皆さんご存じない方も多いかと思いますが、樋口社長は

なかなか切れ味鋭い方なのですが、今日はよそよそしいお

話だけで、もう少し突っ込んだお話を……（笑）。

樋口　司会の方の力量次第で。

㈲日本橋弁松総本店　樋口　純一 氏
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柏原　ということは、これから皆さんがリアクションをもっ

とよくしていただくと、樋口社長の本音がこれからどんどん

出てくるかもしれません（笑）。

樋口　司会の方の力量次第で（笑）。

柏原　それでは、次のテーマに移らせていただきたいと思

います。この会は法人会ですので、税金に関するテーマに

移らせていただきます。

　皆さんご存じのように、今年は10月1日から消費税の税

率の引き上げと軽減税率制度の導入がありました。それに

関連してさまざまな制度も導入されていまして、かなり混乱

しているところもあると思います。そういう意味で、今回は

食品に関係する方をパネリストとしてお願いいたしました。

ただ、私があまり軽減税率のことをあまりよくわかっており

ませんで、今回お願いした3人の方はあまり軽減税率のこと

で苦労されている商売の仕方ではありませんでした。もち

ろん軽減税率の話はしていただけると思いますが、イート

インなど、今、話題になっているようなことについてはあま

り関係していませんので、そのあたりについてのお話はな

いと思いますが、それぞれ皆さんから、消費税の税率の引

き上げや軽減税率についてお話を伺いたいと思います。

　ご存じのように、軽減税率については導入準備で苦労

したこと、例えば区分記載請求への書式対応、システム対

応方針の検討、レジの対応、設定変更、仕入れ経理、現

場従業員等への教育、そして施行後に苦労したこと、ある

いは軽減税率対策、補助金の有効性などについてお願い

したいと思います。

　では、今度は樋口社長からお願いいたします。

樋口　ごめんなさい、うちは全く苦労していません。全て

弁当はテイクアウトで8％のままです。それから、うちの本店

はあまりものを売っていないので、そもそもレジがありませ

ん。唯一10％になるのが、配送代やゴミ回収代くらいです。

デパ地下の売場はもちろんレジがありますが、それはデパー

ト側が全部設定しますし、本当に苦労は何もしていません。

　ただ、ほかの業者さんは8％、10％が混在になるという

都合で、デパートに対しての請求書のフォーマットが変わり

ました。それで、うちもデパートから買った請求書を全部

廃棄して、新しいフォーマットで書いてくれというとばっちり

は受けましたが、それぐらいです。

柏原　続いて吉益社長、お願いいたします。

吉益　うちも基本的には関係ないと思っていたのですが、

税務署に聞いたところ、普通にお弁当を売った場合には8％

だけれども、例えばこれとこれとこれを折りに詰めてとい

うことで折り代をもらったら、それは10％もらってください

と言われましたので、ただそれだけのためにレジを替えま

した。

　今も、日々の売上を計算する時に、売上は何十何万何

千円というところに500円とか、300円とかというのが8％は

その金額なのに、10％の売上500円というのが毎日出て、

それを集計するのが大変です。

柏原　レジはおいくらだったのでしょうか？

吉益　レジは、補助金が出るということでしたので、いい

機会だと思いまして、システム自体を受注から請求書発行

から、厨房へ注文を飛ばすところから、全部システムを入

れ替えましたので、300万弱ぐらいはかかったのですが、

半分ぐらいは戻ってくるそうで、いい機会だと思って全て切

り換えをしました。

　それを決めたのが8月ぐらいだったのですが、自社仕様

の伝票が出て来るようになど、全部システムを変えてしまっ

たので、ソフトが間に合わずに、納品が来週になります。今、

代替え機で対応しています。

　システムが変わりますので、会議室を借り、従業員を分
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けて、1日5時間ぐらいの研修を3日間ぐらいやらないと使え

ないのだろうなと思っていますので、これからが大変かな

と思っています。

柏原　では、細田社長、いかがでしょうか。

細田　うちも販売している商品は基本的にお持ち帰りです

から、軽減税率対象ですが、今、吉益さんもおっしゃった

ように、箱などの資材の部分と送料について10％をいただ

くということはやっています。

　たまたま百貨店さんで出している中で面白い話があった

のですが、今ちょうど時期なので千歳飴を出しているので

すが、3本、5本、7本とかで全部でいくらということで出し

て、これは8％なのです。しかし、お客様によっては袋だ

けくれという方がいるのです。そして、「袋だけお売りする

と10％になります」と言うと、お客様から「なぜ？」と言わ

れたことがあります。「これは食品ではないので」というこ

とで説明すると、理解はされたようでした。

　それから、実は6年半ぐらい経ちますが、工場を新設し

ました。その時に、全社的なシステムを全部入れ替えまし

た。従来オフコンで使っていたシステムを、パソコンで対

応できるシステムに変えたのですが、そのシステムを、今

度は10％と8％に区分けするためのシステムを入れるという

ことで、半年ぐらい時間がかかりました。その部分につい

ても補助金をいただけるということで、今、申請をしていま

すが、まだおりていません。

　ですから、苦労したことというと、そのシステムを直す

ために苦労したということが1つありました。あとは、仕入

れの方でいうと、原材料については食品で8％、ただし資

材関係や袋といったものについては10％ということで仕入

れていますので、仕入れの経理の仕訳の仕方で現場の人

間は多少まごついていたようですが、今のところは全体の

システムの方に入れれば、自動的にこれは何パーセントと

出るようになっていますので、入れ方さえ間違えなければ

特に問題はないようです。

　ただ、いろいろなことを考えると、できれば軽減といわ

ずに一本化してほしかったというのが本音でございまして、

それによって税収が2％増えるのであれば、その方が本当

は良かったのではないかと個人的には思っています。この

へんは今後の課題かなと思います。

柏原　今、軽減税率制度についての細田社長からの個人

的なお考えがありましたが、そのへんについて、吉益社長

や樋口社長から何かありましたらお願いいたします。

吉益　もう少し税務署の方に頑張っていただいて、軽減

税率反対とかしていただければ助かったなと、余計な出費

もなくてよかったなとは思っています。

樋口　友達とか海外へのばらまきやアメリカからのゴミ購

入の中止、議員年金廃止、公務員削減・減給などを行え

ば消費税は必要ないと聞きますが。

柏原　使い途の問題の話ですね。税制として、直接税と

間接税という意味での消費税自身はやむを得ないのではな

いでしょうか。

樋口　「NO MORE 税金泥棒」という感じです。

柏原　今日、日本橋税務署の方がいらっしゃっています

が、署の方は徴収する方で、使い途を決める方ではありま

せんから、署の方が直接それを動かせるわけではないと思

いますが、ぜひ、国や都、区の方に有効な使い方をしてい

ただくよう進言していただければと思います。

　細田社長、消費税について、これは言っておきたいとい

うお話はありますでしょうか。

細田　今、樋口社長が仰られたのですが、私は日本の税

制の中で直間比率の問題というのが非常に大きいと思って

います。直接税と間接税です。今の税金はどちらかという

と直接税の方が多いので、もう少し間接税がしっかりして

くると、いわゆる法人税やそういった部分の税金が下がっ

てくると思います。

　実は、私は政府の方から年金の委員会にかり出されて、

意見を言えと言われていまして、最近はiDeCoや確定拠出

型個人年金など、年金のことばかり勉強をしています。そ
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して、日本の国は税金も含めて、年金の財源が足りなくな

ってくると、取りやすいところから取るという発想があるの

ではと凄く感じます。今日は税務署の方がいらっしゃって

いますが、税務署の方のことを言っているのではなく、日

本のシステムの話をしています。

　もう少し、もっと広く取れるような、いわゆる間接税的

なものが、いろいろと充実した方が、企業にとっては活動

しやすい環境が出てくるのではないかと思います。法人税

を逃れるために、企業が法人税のない国へ行くなど、海外

へ出るということも出てきますし、そういうことがあっては

いけないと思っています。我々は日本人として、日本でもっ

て商売をさせていただいている以上、ちゃんと税金は納め

なければいけないと思っていますが、その中で、やはり直

間の比率の是正といいましょうか、もう少し変えていくとい

うことを考えてもいいのではないかと思っています。

柏原　ありがとうございます。

　皆さんもご存じのように、ヨーロッパへ旅行に行くと、消

費税が20％、25％で、日本というのはその中ではだいぶ

消費税率が低い国だと思います。税制全体の見直しも必要

なのかもしれません。

　それでは、3つ目のテーマとして、事業承継問題、後継

者問題についてお話を伺いたいと思います。これも税金に

絡んでいるのですが、現在、事業承継税制が改正され、

前に比べると随分使いやすくなってきて、規制も緩んでい

ますし、実際に利用も高まっています。ただ、依然として

複雑な内容になっていまして、多くの課題を抱えているの

ではないかと思っています。

　そういう事業承継や、相続税などについて、税について

感じていること、今、お話もありましたが、税制上の問題点、

それに加えて、事業承継というと後継者問題も絡んできま

すので、皆さんもそろそろ後継者も考えられている年代だ

と思いますので、例えば皆さんのお子さんに承継する場合、

お子さんの場合でも息子さんにするか、娘さんにするか、

または親族にするか、また一般の従業員にするかなどいろ

いろな考え方があると思いますので、そのあたりについて

もお話をお伺いできればと思います。では、細田社長から

お願いいたします。

細田　うちの場合にはまだ後継者や事業承継というのは

会社として話ができてきていないので何とも言えないところ

ですが、昨年度、事業承継税制の見直しがありまして、だ

いぶやりやすくなったのではと思います。ただ、あれは時

限立法で5年ぐらいだったと思いますが、その部分も含め

てもう少し使いやすく修正して、更にいいものに変えていっ

ていただければありがたいと思います。

　私は和菓子組合の理事長もやっているのですが、圧倒

的に小さな商店や零細のお菓子屋さんが潰れています。

これは事業承継といった問題ではなく、まちの商店街その

ものが衰退化していく中で、そこではもう商売が成り立た

なくなってきています。息子がいて娘がいて婿がいて継ご

うとしても、商売にならないというような状態が続いてきて

います。そういう中で商売をやめていくケースが多いので、

これが私共の業界だけの話なのかどうかはわかりません

が、日本の中小零細がもっと商売を続けていけるようにす

ることが今後の課題になってくるのではないかと思います。

　中央区の中でも商店街が50ぐらいあるのだと思います

が、凄く賑わっているところと衰退してしまっているところ

と、中央区という東京の商業の中心の区でありながらそう

いう状況になっています。税制だけの問題ではなく、後継

者の問題というのは今後の日本の、特に中小企業が抱える

大きな問題になってくるのではないかなと思っています。

柏原　細田さんは息子さんが3人いらっしゃいますが、今

後の後継者の考え方はどうでしょうか。

細田　誰も会社に入っていないので何とも言えないのです

が、ともかく早く結婚して、誰か入ってこいって言っている

んです。もし、お嬢様でよろしい方がいればご紹介いただ

ければありがたいと思います（笑）。よろしくお願いいたし

ます。

柏原　ありがとうございます（笑）。　では続いて吉益社

長お願いいたします。

吉益　私は今年で48歳になるのですが、もう子供はできな

いだろうと思っていたので、私の代で閉めるつもりでいたの
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です。ですが46歳の時に子供ができたので、今のところ、

まだ何も考えていないのが実情でございます。息子が20歳

になる時で66歳なので、直接渡すのは無理だと思っており

ますが、今うちの奥さんが店に入って頑張っているので、

一度、横にスライドして、あとは任せようかなと思っています。

　ただ、うちは先代がちょっとやらかして、皆さんご存じ

かと思いますが、先代から私が引き継ぐ時に、全部、私

がお金を借りてM&Aみたいな形で新しい会社をつくって

継いでおりますので、不動産や商標等の権利関係はすべて

個人名義になってしまっています。そのへんをどうやって渡

していくかは、今後、考えていかなければいけないかなと

思っています。

　先程、細田さんからもお話があったのですが、うちは

人形町の甘酒横丁という商店街の中にありますが、ここ3、

4年で後継者がいなかったり、息子さんがいたとしても、

もうこんなに苦労するぐらいだったらやめてしまおうという

ことで、商店街の中でも3、4店舗お店を閉めるところが出

てきていますので、10年先、20年先はどうなっていくのか

なと思っているところもあります。私は商店街の役員をやっ

ておりますので、みんなで知恵を出して人を呼び込むこと

をやっていきたいとは思っています。

柏原　では、続いて樋口社長、いかがでしょうか。

樋口　10年後は死んでいるかもしれませんし、店自体あ

るか分かりません。小さい企業は不慮の出来事で突然つ

ぶれてしまいます。

　例えば榮太樓さんとか大店であれば、親戚一同で経営

していらっしゃるので、社長の一人や二人いなくなっても問

題ないかと思います。

　代替わりですが、入社して半年後に先代急逝で社長に

なりました。

柏原　今のお話の中で、樋口さんがお父様から継いだ時

にはお父様は急逝されて、いろいろ苦労されたと思います

が、そのへんについてお話をしていただければと思います。

樋口　良い面、悪い面があったと思います。うちは急に上

がいなくなって、自分が一番上になったのでやりたいことは

自由にできた方だと思います。同い年の知り合いが何人か

いますが、先代がまだピンピンしていて、いまだに自分の

やりたいことができない、頭を押さえつけられて、という老

舗もありますから、どちらがよかったのかなとは思います。

　ちなみに黒江屋さんにも有能なご子息がいらっしゃいま

すが、継承はどう考えているのでしょうか。本人は、早く

社長になりたいと言っていました。今は副社長だけれど、

仕事らしい仕事は何もしていなくて、一日中社内から日本

橋の橋を眺めているそうです。もっと何もしていない社長

は邪魔だっておっしゃっていましたが。

柏原　長男から見るとそうかもしれませんが、「上善は水の

如し」という老子の言葉の様に、「水の如く」が社長とし

て理想のあり方の一つと思います。当社の場合は4、5年前

から長男が家業の方に戻ってくれていまして、今、副社長

で仕事を頑張ってくれています。実務的な能力という意味

では十分あると思いますので、あとは、どういうタイミング

でどう社長を交代するのかを考えている状況です。

　ただ、ゴルフでいうと、250ヤード飛ばすのですが、ア

プローチでミスしたりしていますので、その辺、バーディー

を取らなくてもいいから、全部ボギーかパーで回れるよう

な経営をしてくれればいいかなと親から見て思っています。

　事業承継と後継者問題ですが、樋口さんから榮太樓さ

んのお話が出ましたが、事業承継の場合、例えば関東は

長子相続が多いのでしょうか、関西だと娘に優秀な養子

を迎えるとか、あとは兄弟が協力してやっていたり、親戚

が入っていたりといろいろな形態があると思います。その

中で、榮太樓さんは親戚の方がずいぶん入られて経営さ
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れています。ただ、良い面と、悪い面があると思いますの

で、どういうところが良くで、どういうところで苦労されて

いるのか、お話できる範囲でお話ししていただければと

思います。

細田　20年ぐらい前に、家業ではなく企業になろうという

話がうちの中で出ました。そんなに多いつもりではなかっ

たのですが、石を投げれば細田に当たると、だいたい声の

大きい人はみんなそうだったんですが、親戚が多かったの

です。でも、それでは本当の意味の企業にはならない、

株式会社榮太樓總本鋪と言ってもちっとも会社じゃないじ

ゃないかというところから、もっと企業ということを考えよ

うとなってきました。

　その当時の社長が今の会長なのですが、そういわれて

いろいろな改革というか、会議のやり方を変えて、もっと

みんなから意見を出させるような形にしていくということは

やっていたのですが、現実にはなかなかそうはいきません

でした。やはり、社員の方たちはどうしても上を見るという

風潮ができていましたので、そこを変えていくのは大変だ

ったのかなというふうに思っています。

　ただ、兄弟や親子だけですと、本当に縦社会で、小さ

い時からずっと縦社会で生きてきた人たちが、叔父さんや

いとこが入ってくると、多少の遠慮がありながら理解をした

りということができるのかなと思っています。また、いろい

ろなことを教えてくれるのは、そういった上の、うちの場

合では会長というような人たちです。親戚であっても年齢

が10歳ぐらい離れていると、社員から聞けないような話も

聞けるというところは非常に良いと思っています。

　

柏原　会社ではでどういう分担のされ方をしているのでし

ょうか？

細田　うちはグループ会社として不動産の会社もあります

ので、それは今の会長がみています。社内でいえば、私が

一応社長をやっていますが、副社長は営業と企画で、私

はずっと工場にいましたので生産的な部分、品質管理は私

の方が向いているかなということはやっています。　兄弟

や親戚の中には入っていない人間も結構いますが、今、副

社長の弟がいまして、彼は法人営業一筋で頑張っています。

幸いにして、私が社長で、下にいる2人は私よりも若いので、

ある程度その2人に対しては指示は強く出せるという体制

です。

柏原　たしかに、細田安兵衛相談役は今でもお元気で、

活躍されていますね。良い面もたくさんあると思いますの

で、これからも榮太樓さんのご発展を祈念したいと思い

ます。

　では、次のテーマに移らせていただきます。今日は日本

橋法人会の社会貢献委員会が担当させていただいていま

すので、社会貢献の方に話を移させていただきたいと思い

ます。

　皆さんの企業で、老舗の商人として、どのような社会貢

献をしているかと、また、社会貢献についてどう考えてい

るか、また、日本橋が地元ですから、日本橋との関わり、

日本橋の魅力についてお話をしていただきたいと思います。

　最初に樋口社長からお願いいたします。

樋口　社会貢献というようなたいそうなものではないかも

しれませんが、5年ほど前から中央区が区で主催している

老舗講座のお手伝いをしています。

　あと、日本橋の古い絵葉書を集めているので、それを

使った講座などもたまにします。

柏原　その講座はかなり好評だったと聞いております。樋

口さんは「アサゲの会」にも関係されていますよね、そちら

についてもご案内いただけますか？

樋口　「アサゲニホンバシ」は、月に一度日本橋の老舗と
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わりと新しい企業の方が一人ずつトークをする朝のイベント

です。昔、老舗の者として登壇してからは、一般参加者と

してたまに伺っています。

　たまたま今日もあったのですが、「伊場仙」の社長が登壇

しました。客入りはいつもの半分以下だったように思います。

柏原　樋口社長もいろいろ地域に貢献する活動もされてい

るということでした。では、続きまして吉益社長お願いい

たします。

吉益　私は人とはちょっと違う時間帯で生活しております

ので、なかなか社会貢献といわれましても、本当に最低限

で、町会と商店街と、あとは法人会です。法人会ももとも

とは柏原さんに「お前、ちょっと来い」と言われて、青年

部に入って、青年部会長も「お前がやれ」と言われてやっ

ている感じなので（笑）、最低限でそれぐらいしかやってい

ません。

柏原　日本橋法人会で青年部会長をやっていただいてい

るということは、公益法人で十分に社会貢献されているの

ではと思います。ところで、｢人とは違う時間帯で生活｣と

仰られましたが、吉益さんや樋口さんの業態ですと、1日

のタイムスケジュールといいますか、どういう生活をされて

いるかを教えていただけますか？

樋口　夜中の0時とか1時から出勤しています。朝まで調

理や製造に加わり、日によってそのまま工場にいたり、日

本橋の本店に戻り来客対応したり、外で打ち合わせしたり

して、14時くらいまでは何かしらやっています。すぐに寝

たいところですが、雑用をこなしていると寝るのは19時と

か20時になります。

柏原　吉益さんも同じようなパターンなのでしょうか？

吉益　空いてるシフトのところに入っていくので、夜中の0

時頃に行く日もあれば、朝から行って閉店までいる日もあり

ますので、日によってバラバラです。それが遅番から深夜

に入ると、19時、20時頃まで仕事をして、2時間ぐらい寝て、

23時ぐらいに店に行くという日もあります。

柏原　時差ぼけではありませんが、大変ですね。

吉益　そうですね。家に帰ってもすぐには寝られません。

その理由としては、子供ができたので、17時にお風呂に入

れて、18時にご飯を食べさせるということだけはやろうと思

っているので、この時間だけは一応、家に帰るようにはし

ています。

柏原　弁当を作られているということは、樋口さんのとこ

ろであれば9時、10時に各デパートに納品されているという

ことなんでしょうか。

樋口　デパートの場合、早いところは朝の便が6時半ごろ

取りに来たり、うちから配達したりします。ですから、最

低でも6時半にはその朝の便のものはできていないとまず

いということです。

柏原　ありがとうございます。

　では、話を戻しまして、細田社長、社会貢献や、地域へ

の関わりについてお願いいたします。

細田　地域との密着は非常に大事だと思っています。私共

は日本橋で商売をさせていただいて、日本橋のエリアとい

うのを大事にしながら商売をしてきました。もともとが、魚

河岸が日本橋にあったころに、江戸時代末期になりますが、

その人達に可愛がられて、お釜を起こすことができました

ので、日本橋ということに対する拘りは会社としては強く持

っています。

　今、2人のお話を伺いながら、うちは何をやっているか

なといくつか考えていたのですが、法人会があったり、

名橋保存会、日本橋倶楽部、大通り会、ルネッサンス、

観光協会、はな街道、町会、商店街の連合会などいろ

いろなことをやらされていまして、しかし、商売をしてい

る以上、自分のいるところは大事にしなければいけない

と思っています。

　次のテーマになるのかもしれませんが、日本は老舗が多
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いのですが、老舗の人たちの共通した特徴の1つとしては

「地元との密着」が凄くあります。そういう意味では、我々

はこの日本橋で商売をさせてもらっている以上は、「日本

橋に何ができるんだろう」ということは常に考えながら商

売をしていくことが大事だと思っています。

　

柏原　本当に、皆さんいろいろと社会貢献をされているの

だと思います。

　それでは、最後のテーマに移らせていただきます。皆さ

ん創業百年、三代以上日本橋で商売をされているというこ

とで、歴史と伝統を守りながら、時代の変化に合わせた

経営改革によっていかに事業継続を行ってきたか、そして、

今まで永続する上での苦労などを伺いたいと思います。加

えて、皆さんが感じている永続企業、老舗の長所・短所に

ついても何か感じているところがあればお話いただきたい

と思います。

　では、細田社長からお願いいたします。

細田　少し統計的な話をさせていただきますと、日本は老

舗企業が非常に多いのですが、一方で、企業三十年説と

いうのもあります。これは国税庁の調査になりますが、中

小企業が中心なのですが、設立からの期間では、10年で

6.3％が残るそうです。20年だと0.4％、30年だとなんと

0.021％になるそうです。それぐらい早くなくなってしまいま

す。出来ては消え、出来ては消えということになってしまう

のでしょうけれども、それが現実です。

　なぜ倒産するのかですが、一番の理由は資金繰りだそ

うです。その次は商売や商品などが時流に合わなくなって

くる、そしてもう1つは後継者の不在です。それが企業

三十年説の3つの大きな理由になるそうです。

　一方で、この老舗の話になってくると、少し前のデータ

になって恐縮ですが、世界の200年以上の企業の55％が日

本にあるそうです。これは、2008年に韓国の銀行が調べ

たのだそうですが、200年以上の企業の1位は55％の日本

で、その当時、日本では3,146社でした。2位のドイツが

837社です。ということは3.5倍ぐらい2位のドイツよりも多

いということです。日本で一番古い企業というのは、皆さ

んご存じだと思いますが、金剛組という神社や仏閣を作っ

ている建築屋さんです。その次の2位、3位はあまりご存じ

ないかもしれませんが、甲斐の身延にある旅館の慶雲館と

城崎の千年の湯古まんです。

　では、なぜ日本で長寿企業が多いのかというと、その

特徴ですが、まず1つは、これは結構大きな問題だそうで

すが、日本は島国で他国から攻められていないということ

です。先程30年で潰れるという中にいくつか理由がありま

したが、外的要因で国がなくなるとか、戦争で潰されてし

まうとか、そういうことはよその国では多いのですが、日

本は他国からの侵略がないということが企業が多く残って

いる理由の1つだそうです。

　あとは、日本人の持つ文化性です。先程少し申し上げま

したが、家の業としてずっと続いているところが多いという

ことです。なぜかというと、なるほどなという部分がある

のですが、身の丈で会社をつくる、分相応なことをしてい

る、浮利を追わない、あまり儲け主義に走らない、そして

個人資産＝会社の資産というケースが多いのです。これは

事業継承税制にも関連する問題なのかもしれませんが、そ

ういう傾向があります。個人資産＝会社の資産ということ

は、資金繰りがつけやすいということもあります。どういう

職種が残っているかというと、金剛組さんがそうですが、

建設会社、それから造り酒屋さん、私共のような菓子屋、

食品系の会社、旅館、和服屋さんといったところが多いそ

うです。これは地域密着であったり、変化が遅い職種とい

うところが特徴だということです。しかも、その中でも残

っている会社はやはり自分のところの強みを持っていて、

自分の会社を時代の変化に合わせられているところだそう

です。そしてもう1つは、先程も申しましたが、地域と密着

しているというのが日本の老舗の特徴だそうです。

　振り返って自分のところはどうかと思って見てみますと、
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我々は菓子屋として日本橋という地域に密着してきたのだ

と思っています。戦後、デパ地下を中心にして商売が広が

りましたが、基本的な会社としてのDNAは日本橋にあると

思っています。また、菓子というところで創業からずっとぶ

れずにきていると思います。それから、先程、家業から企

業へというお話をしましたが、逆に言うと、ずっと家業で

きていましたので、今までのところはある程度日本の長寿

企業、老舗企業の特徴に合いながらきているのかなと思っ

ています。ただ、これからはそれにきちんと対応していけ

るかどうかというのは、会社の今までの来し方と、今持っ

ている変化に対する対応力なのかなと思っています。私共

は榮太樓ですが、榮太樓以外のブランドは4つ展開してま

すが、その中のどれが今後伸びていくのかと探りを入れな

がら、今、商売をしているという状況です。お答えになっ

たかどうかわかりませんが、だいたいそんな感じでやって

おります。

柏原　そういう意味では榮太樓さんは一業専心ではありま

せんが、お菓子という1つの業種で事業を継続されている

ということだと思いますが、逆に、お菓子だけでやってい

るということで大変なこともいろいろあったと思いますが、

いかがでしょうか。

細田　甘みに対する嗜好の変化はあったと思います。配

合表といいますか、いわゆるレシピなのですが、昔のレシ

ピを見ていると意外と甘くなかったりするのです。たぶん

砂糖が貴重だったからだと思いますが、戦後急に甘くなっ

ています。菓子屋の歴史ではだいたいどちらもそうなので

すが、戦後急に甘くなっていて、そして今また少し甘くなく

なってきています。やはり戦後、一番貧しかった時代には、

甘いというだけでご馳走だったのだと思います。そういう

時代だったので甘くした菓子が出ました。しかし、行き過

ぎだったので、少し戻ってきているというのが今の時代だ

と思います。

　それぞれの時代や思いに対して、先程「自分のところの

餡子の味を守る」と申しましたが、それはそれで守りなが

ら時代に対応させていく部分は必要だと思います。

柏原　続いて吉益社長ですが、永続企業を継続してきた

ことについて、また、今、味の話も出ましたので、そのあ

たりの考え方についてもお願いいたします。

吉益　永続企業と言われてしまうと、先程言いましたが、

法人としてはうちはまだ19年ですから、そんなに長いとは

自分では思っていない部分がありますが、先代と今の代と

で変えたことといえば、細田さんもおっしゃいましたが、身

の丈に合った規模でやっているというのがあります。先代

は30店舗、40店舗とどんどん店舗を増やしていって、それ

で傾いてきた部分もありますので、私は自分が調理場にい

て目が届く、味付けをちゃんと確認できる範囲での商売で、

それ以上は規模を大きくしないでやっていこうとは思ってい

ます。それが、ぎりぎりなんとか継いで、そこから19年続

いているのは、それが良かったのかなと思っています。

柏原　樋口社長、いかがでしょうか。

樋口　うちのような小さい会社がしぶとく170年もやって

きているというのは1つには日本橋で商売ができている、

たまたま日本橋で創業して非常にラッキーだったなという

のが1つあります。それから弁当屋視点で言うと、食べ物

で、且つお手軽な価格の商材なので、うちの弁当は毎日

食べるような味ではありませんが、月に何回か購入してく

れる可能性がある、例えばいい漆器を買ってしまったら次

に買うのは何年後かわかりません。また、2万円のメロン

は毎日買わないと思います。薄利多売ですが、お客さん

が頻繁に買ってくれるような商材だったから、何とかやっ

ていけているのかなと思っています。

柏原　味の拘りについてはいかがですか？

樋口　もうこういう味ですので今さら大幅に変えることはな

いです。お口に合わなければ他の弁当をお求めください。

柏原　弁松さんの弁当を買う年齢層は、世代別にはどうい

う方が多いのでしょうか。
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樋口　ご年配が中心ではありますが、若い層にもファンは

いるようです。お口にも合うのかもしれませんが、税負担

が重くのしかかっているのでなかなか若い方は買わないの

かもしれません。

柏原　弁松さんのお弁当は、このへんだと日本橋三越、

日本橋髙島屋、浜町のピーコックで扱っています。是非、

ご賞味いただければと思います。

　用意させていただいたテーマとしてはここまでですが、

少し時間があるようですので、最後に、関東大震災、第二

次世界大戦、バブル崩壊、リーマンショック等この100年

で大きな波がいくつかありましたが、それらの苦難をどう

やって乗り越えてきたのかというお話を樋口さんからお願

いいたします。

樋口　関東大震災や戦災の時は、みんなが大変だったと

思いますので、うちだけということではないと思います。

その後は、バブルやリーマンというのは、うちが直接とい

うのではなく、デパートがそれで元気がなくなるとちょっと

影響がありますが、米不足など食材関係で苦労します。直

近では、うちはあまり使っていませんが、海産物で、イカ

なんて全然入ってきませんし、値段も倍以上です。ですから、

食材の方で苦労しているかなというのがあります。それか

ら、夜中からの仕事なのでやはり人手です。でも、なんと

かなるかなという感じです。

　あとは繰り返しになりますが、現在の税制を含めた政治

が戦災のようなものなので、今後は不安しかありません。

　そんな時代ですが、黒江屋さんは年に四回の「漆器市」

で購入させていただくのが大変お得です。普段は手が出な

いので行きませんが、「漆器市」のときはかなり値引きされ

るので大変お得です。

柏原　樋口社長、ありがとうございました（笑）。吉益社

長はいかがでしょうか。

吉益　うちも基本的に燃えたのか何なのかわかりません

が、残っていませんので昔の話は殆どわかりません。戦争

の後に砂糖が手に入らなくて、とても大変だったという話

は聞いています。

柏原　砂糖がないと、稲荷寿司はどうされたのですか？

吉益　暫く商売を止めていたそうですが、何年後に商売

ができるようになったのかはわかりません。その間は闇市

などで儲けていたという話は聞きました。

柏原　戦後はうちも似ていて、漆器が産地から入ってこな

かったので、いろいろなものを扱っていた時代がありまし

て、そういう時に、ぼったくったわけではありませんが（笑）、

たまたま日本橋の擬宝珠もうちに売りに来た方がいらっし

ゃって、それで買って当社にあるということです。

　では、細田社長、いかがでしょうか。

細田　今、柏原さんが仰られたことでいうと、明治維新

が1つ転機ではあったようです。安政4年に今の店をあそこ

に建てて、店を出していたのですが、明治維新が終わった

後に元武士という人が何人も「榮太樓」の「『樓』という字

を使うのはけしからん」と言って刀を持って乗り込んできた

などという逸話がいくつか残っています。

　経営の危機という意味では、関東大震災は確かにそう

です。日本橋周辺も、うちの店も焼けてしまいました。ただ、

幸いにして、今の目白に初代栄太郎が別宅を構えていまし

て、そこにいろいろな材料を別の意味で確保していたので、

そちらで製造してこちらに持ってくるということができまし

たので、関東大震災の時は比較的立ち上がりは早かった

です。ただ、店は燃えてなくなってしまったので、建物とし

ては仮小屋からのスタートになりました。

　戦争の時には、戦時中から砂糖も小豆も統制になってし

まって、菓子屋として必要な砂糖や小豆を確保できないと

いう時代がありました。ただ、これも多少その当時の店の

大きさによって配給される割合が違っていたようで、うちは

他の店に比べると少しは持っていたようですが、3月10日の

大空襲で完全にやられました。店も持っていた材料も道具

も全部燃えてしまいました。

　今の話と同じですが、戦後の砂糖の統制が解けるまで、

菓子屋として復活することはできませんでした。ただ、食
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品を作るという多少のノウハウはあったので、佃煮を作っ

たり、パンを焼いたりしたという記録は残っています。

　統制が解けた後も、小豆にしても、すぐには豊富に手に

入るわけではなかったので、最初は喫茶店から始まってい

ます。戦後、榮太樓としての看板は喫茶を始めたのが最初

で、昭和21年だったという記録が残っています。その後は、

昭和26年に渋谷に「東横のれん街」ができて、そこに出店

したのを始めに比較的順調にきたのですが、百貨店さん

の勢いが止まってしまっている中で、商売の方向の舵を切

り換えていくということで社内ではかなり議論いたしまし

た。会社的に難しくなるということではないのですが、従

来の市場からどう変わっていくかということが、1つ、会社

としての変化だったかなと思っています。

　最近は何と言っても人手不足です。特に私共のような百

貨店の販売の仕事に人気がないようで、高卒、大卒の人を

毎年採るのですが、すぐに辞めてしまう状態が続いていま

す。店を持っている関係で人を介して商品をお渡しするの

で、優秀な人材がいなくなるというのは将来的にはブラン

ドの価値観にも影響してくるかと思います。

　もちろん、ネットなど人を介さない商売はこれから伸びて

くるのだと思いますが、これまでお客様に可愛がっていた

だいていた商売としては、人と触れ合うということを大事に

していかなければいけないのですが、その接点になる人に

良い人がなかなか採れないというのが悩みです。

柏原　細田社長、ありがとうございました。3人のパネリス

トの方、貴重なお話ありがとうございました。そろそろお

時間ですので、これをもちまして、パネルディスカッション

を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございまし

た。
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三越日本橋本店前

日本橋プラザ前
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11月11日～11月17日の税を考える週間
『タックスフェア日本橋2019』に於いて、日本橋税務署管内でも様々なイベントが開催されました。
その中でも8日・11日・12日に開催された街頭広報キャンペーンの模様をスナップでご紹介いたします。

髙島屋日本橋店前

コレド日本橋前 コレド室町テラス前



細　田　　　眞 公益社団法人 日本橋法人会 副会長 

佐久間　一　郎 公益社団法人 日本橋法人会 副委員長
鳥　山　雄　司 公益社団法人 日本橋法人会 副委員長
橋　本　泰　藏 日本橋納税貯蓄組合連合会 組合長
本　郷　千恵子 公益社団法人 日本橋法人会 副委員長

飯　田　永　介  公益社団法人 日本橋法人会 委員長
神　谷　晴　江 公益社団法人 日本橋法人会 副委員長
小　関　香　苗 一般社団法人 日本橋青色申告会 理事 
佐々木　誠　治 東京小売酒販組合 日本橋支部 監査役
千　葉　　　昇 日本橋間税会 常任理事
渡　辺　英　臣　 公益社団法人 日本橋法人会 副部会長

（租税教育推進校等）
中央区立　日本橋小学校

令和元年度納税表彰式を挙行

日本橋税務署長表彰受彰者

日本橋税務署長感謝状受彰者

東京国税局長表彰受彰　細田眞副会長（左）堀江知洋署長

（敬称略）

　日本橋税務署主催による令和元年度納税表彰式が、去る令和元年11月13日（水）、東実健保会館に於い
て各税務協力団体の役員多数のご臨席のもと挙行されました。
　堀江署長より署長表彰状、署長感謝状がそれぞれの受彰者に手渡され、併せて東京国税局長表彰の
ご披露がありました。
　この度の栄誉を心から祝してここにご紹介申し上げます。

東京国税局長表彰
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日本橋税務署長表彰受彰　佐久間一郎 厚生副委員長（左）　会場風景



 日本橋税務署長表彰受彰　鳥山雄司 IT 副委員長（左） 日本橋税務署長表彰受彰　橋本泰藏 日本橋納税貯蓄組合連合会 組合長（日本橋法人会 本町３丁目支部長）（左）

日本橋税務署長表彰受彰　本郷千恵子 総務副委員長（左） 日本橋税務署長感謝状受彰　飯田永介 広報委員長（左）

日本橋税務署長感謝状受彰　神谷晴江 社会貢献副委員長（左） 日本橋税務署長感謝状受彰　渡辺英臣 青年部会 副部会長（左）

受彰者の方々と
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　今年も『税に関する絵はがきコンクール』を開催し、日本橋管内の小・中学生に
多数ご応募いただきました。厳正なる審査の結果、受賞作品が決定し、11月 15日、
東実健保会館に於いて表彰式が開催されました。

９

日本橋税務署長賞 中央都税事務所長賞 中央区長賞

久松小学校　6年 日本橋小学校　1年

久松小学校　6年
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検 索

JR新日本橋駅 都営新宿線馬喰横山駅

興産信用金庫 人形町支店 西武信用金庫 日本橋支店 東京シティ信用金庫 本店

　

会　長　賞

阪本小学校　2年

日本橋小学校　6年

日本橋中学校　1年

　受賞作品が11月6日から11月18日まで都営新宿線馬喰横山駅とJR新日本橋駅の

コンコース、並びに興産信用金庫人形町支店、西武信用金庫日本橋支店、東京シティ

信用金庫本店に関係各位のご厚意で展示されました。

　また、2月に中央区日本橋特別出張所エントランスに展示される予定です。



施設見学会開催
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　特別研修部会、秋の恒例行事である｢施設見学会｣を10月23日に開催いたしました。

　記録的な豪雨が観測されている本年は、関東の治水・水害対策関連の視察ということで企画しました。

　当日は、連日の雨が嘘のような秋晴れの中、まずは相模原にある「宮ケ瀬ダム」に向かいました。

　ダムの見学（大放流は諸般の事情のため中止）後は、「愛川第1・第2発電所」にてじっくり研修、その

後は近くにある「郷土資料館」に寄り、次に相模原の地域振興に一役買っている相模原の老舗「オギノパン」

で工場見学と買い物。最後は本格フレンチレストラン「横浜うかい亭」にて懇親会を楽しみ、盛会裡に終え

ました。

　前日の記録的豪雨で緊急放流は回避できたものの、ほぼ満水のダムには流木などが流れ込み、「宮ヶ瀬ダムは

『１００年に一度の大雨』を想定して最大流入量が設定されていましたが、このところの雨はそれを超える量。こ

こまでの雨は経験がありません」とダム職員の方のことばが印象に残る見学会となりました。

愛川第1・第 2 発電所にてレクチャーを受ける

インクライン（ケーブルカー）に乗り宮ヶ瀬ダムへ宮ヶ瀬に到着

愛川第 1発電所を見学 
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入会金：なし　年会費：20,000 円　問い合わせ先：TEL 3667 － 1736 　 担当：前野

特別研修部会会員募集中！　

宮ヶ瀬ダムにて



女性部会だより
「道子の部屋」

～ なぜ今､京都に事務所を？災害に備えてできることを考える ～
お客様（ゲスト）　株式会社第一成和事務所　八 代　元 行 様

女性部会 監事　鈴木 悦子

30

　女性部会の年末恒例のイベント「道子の部屋」

を今年も11月22日いい夫婦の日に開催いたしまし
た。今年は株式会社第一成和事務所　取締役会
長で、当会の副会長　八代元行様をゲストにお迎
えいたしました。

　八代様は7年間の銀行勤務を経て、現在の保険
代理業　第一成和事務所に入社。のちに代表取締
役社長に就任、現在は取締役会長として、また当
会副会長を始め様々な公的役職も担われ、ご多忙
な日々を過ごしていらっしゃいます。

　第一部講演会では、鈴木道子部会長と八代様の
対話形式で、ご自身の会社のこと、また保険の歴
史から昨今の頻発している台風やいずれ来るであろ
う地震に備えてのリスク管理についてなど、幅広く
お話しいただきました。

　保険の歴史は古く、紀元前300年頃、海上輸送
中に嵐に遭遇すると積荷は海に捨てなければなら
ず損害が発生することにより始まったそうです。荷
主と船主が50：50負担の「相互扶助」の精神が生
まれ、それをもとに地中海貿易などを経て発展、
様々な種類の保険が考えられてきたそうです。例え
ばイギリスでは誘拐に備えた身元保証保険が流行
するなど興味深いお話ばかりでした。
　保険代理業界では昔、保険料が一律で競争がな
かったそうですが、23年前の自由化後、八代様の
会社では、いち早くISO9001に続きプライバシーマ
ークの認定も取得。（両取得は全国初）入社当時
社員3名だった会社が現在40数名まで業容拡大さ
れたのは、このように早々に差別化を図るなどの先
見の明がおありになったからと感じました。
　また3.11の東日本大震災の教訓に寄り、東京の
大災害に備え兵庫県の会社と提携、災害時に迅速

八代副会長（左）、鈴木女性部会長（右）
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にデータを使用できるよう毎日転送。災害時には東
京から人も移動できなくなることを想定し、京都に
事務所も構えるなど徹底されています。ここに至る
までの紆余曲折やご事業における使命感をお聞き
し、リスクマネジメントを実行することの大切さを
考えさせられました。
　その後、中央区や近隣地区の洪水ハザードマッ
プや資料を見ながら勉強したことにより、災害時に
は実際どのような状況になり、どのように対応すべ
きかを実感することができたことは収穫で、個人・
企業ともにリスクに備えることの重要性を改めて教
えていただきました。
　
　第2部の忘年懇親会は、こちらも恒例の千疋屋
総本店の「カフェ・ディ・フェスタ」にて開催、1部
に引き続き、日本橋税務署 堀江署長様はじめ署

幹部の皆様や当会の三田会長にもご参加いただき
ました。冒頭、鈴木部会長のご挨拶があり、その後、
堀江署長様の乾杯のご発声によりスタートいたしま
した。女性部会らしくおしゃれなお料理、ワインや
カクテル、デザートには美味な果物と続き、時間が
過ぎるのが早いくらいに、楽しく賑やかに交流を深
めることができたのではないでしょうか。三田会長
の締めのご挨拶では、女性部会へエールをいただ
き大変うれしく心強く思いました。

　本年も「道子の部屋」＆忘年懇親会に、署幹部
の皆様はじめ多数、ご参加いただき感謝いたしま
す。そして難しいと思われた保険や災害等でのリス

クを分かりやすくお話していただきましたゲストの

八代様、本当にありがとうございました。

女性部会員募集！ 入会金・年会費：無料
問い合わせ先：TEL 3667 － 1736　担当：棚町 

第１部　講演会風景 第２部　懇親会　鈴木部会長のご挨拶

ご来賓を代表して堀江署長のごあいさつ 懇親会風景
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　今回ご紹介するのは富山の上質なライフスタイルを発信する首都圏情報発信拠点「日本橋とやま館」
の中にある「和食レストラン　富山はま作」です。
　約 500 種の魚が集まる豊かな海、富山湾から直送されるキトキト（新鮮）な魚介類や、立山連峰か
ら流れ込む清冽でミネラル豊富な雪解け水で育った富山米をご堪能いただけます。また、ブリやカニ
など季節に応じた旬の魚のコースもご用意しています。
　海越しの立山連峰を描いた組子細工を眺めながら、富山の豊かな食文化を心ゆくまでお楽しみくだ
さい。

営業時間                                     
ショップフロア・観光交流サロン
和食レストラン

バーラウンジ

　　　　　　　10：30～19：30
11：30～14：30（LO14：00）
17：00～22：30（LO22：00）
（日・祝は21：00（LO20：30）まで）
11：00～21：00（LO20：30）

NIHONBASHI
TOYAMA

日本橋とやま館
東京都中央区日本橋室町1-2-6   日本橋大栄ビル1階

03-6262-2723（代表）    03-3516-3011（和食レストラン直通）

紅白丼（新春に相応しい、富山のブランド蟹「高志 (こし ) の紅 (あか )ガニ」　と
　　　　　　富山湾の宝石「シロエビ」が乗った贅沢などんぶり）　　　　　　　　　2,980 円

はま作御膳　富山米わっぱ
（魚小串焼 /特選刺身盛 /シロエビ唐揚げ /煮物 /
揚げ魚うす葛餡かけ /前菜三点盛小皿）   　　　　　   3,980 円   

宝づくし御膳　かに小丼付き　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（富山の海の幸・山の幸を盛り合わせた、まさに「富山の宝」が詰まった御膳。
  カニ小丼カニみそ添えとご一緒に）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,980 円



39

　下記の要項でご応募下さい。正
解者には 10 名に図書カード（1,000
円相当額）を差し上げます。

〈応　募　方　法〉
　官製はがき、又は下記のFAX
応募用に答（①～③のいずれかの記
号で答える）と、会社名・所在地・
所属部課・氏名をご記入の上、ご
応募下さい。なお、 官製はがき
の場合は、「新春号（第238号）の
答」と明記し、 問を解答して下
さい。

あて先
〒103 ̶ 0014
　中央区日本橋蛎殻町１̶ 10 ̶７
　蛎殻町ビル
　公益社団法人 日本橋法人会事務局
　FAX（３６６３）３３０７

締切日
　令和 2年 2月 29 日
　　　　　（当日消印有効）
発表
　春季号（第 239 号）  当会報誌上
　　　（令和2年3月末発行）

新春号（第 238 号）の答（FAX応募用）
答　①・②・③（いずれか正解に◯をしてください）

FAX 03（3663）3307　日本橋法人会事務局

会社名

所在地

氏　名

所属部課

法人会への
メッセージ

（問）　令和元年（2019 年）10 月
１日から、消費税及び地方消費税
率の引き上げと同時に、消費税の
軽減税率制度が導入され、標準税
率（10％）と軽減税率（８％）の
複数税率制度となりました。
下記の①～③のうち、軽減税率の
対象となる取引はどれでしょう
か？

①　自宅で使用する水道水
②　いちご狩りや梨狩りなどの
　　味覚狩りの入園料
③　食品添加物の金箔の販売

秋季号 税金クイズ解答

　秋季号（第237号）税金クイズの
解答は、次のとおりです。

（答）
③　駅の売店で毎日買っている新聞

　令和元年10月１日の消費税率の
引上げと同時に、軽減税率制度が
導入されます。
　そして、軽減税率の適用対象とな
る「新聞」とは、定期購読契約が締

結された週２回以上発行される、一
定の題号を用い、政治、経済、社会、
文化等に関する一般社会的事実を
掲載するものです。
　したがって、コンビニエンスストア・
駅の売店等の新聞の販売は、定期
購読契約に基づくものではないため
軽減税率の適用対象となりません。
　しかしながら、いわゆるスポーツ新
聞や業界紙、日本語以外の新聞等
についても、１週に２回以上発行され
る新聞で、定期購読契約に基づく
譲渡であれば、軽減税率の適用対
象となります。

抽選結果発表

　当会報秋季号（237号）に掲載し
た税金クイズの抽選結果を発表し
ます。
　厳正なる抽選の結果下記の方々
が当選されました。
　おめでとうございました。

当選者名（敬称略）
阿久津　啓　稲辺　愛沙
大久保恵子　佐々木　賢
佐野　弘子　庄司　栄蔵
鈴木恵美子　高橋　律子
中込みづき　間野　悠平
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1941 年生まれ。大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ企業でカウンセ
ラーとして活動。産業カウンセラー、家族相談士、交流分析士。

【筆者紹介】　　　　　　　

柏 木　勇 一
（かしわぎ・ゆういち）

◆つい部下に大声を出してしまった営業リーダー
　３０代後半の営業職Ａさんからの相談でした。経験１０年以上。顧客先へ何度も足を運び、時には接待ゴルフに
よって親しい関係づくりに奔走してきました。土日も出勤することが多く、家庭では妻や幼い子どもの相手はあまりで
きていないということです。しかし仕事への努力が実って、それなりに数字も出し、現在のチームリーダーから管理
職昇進も噂されていました。相談の中心は「自分から何も努力しないで、ただ指示されただけで動いている若い後輩
の態度が許せません。つい〝お前とは一緒にやれない〟と声高に発言してしまいました。昔から切れやすいタイプです。
このまま怒りの感情を抑えられないままではまずいと思っています」という内容です。パワハラが問題化するケースです。
それでもこうして相談してきたことは本人も反省していることの表れと受けとめ、怒りは人間の感情のひとつと説明し、
怒ることはダメという考えは持たないように話し合いました。

◆怒りの感情を抑えることもストレスに
　このＡさんの相談について皆さんはどう思うでしょうか。仕事熱心で自分本位という解釈もできるでしょう。仕事と
家庭の両立という観点からも問題があるかもしれません。
　ここでは怒りの感情のメカニズムと対処について考えてみました。怒りは、たくさんある感情のひとつです。良い悪
いではなく、怒りも生きるためのエネルギーに繋がっています。怒りの感情はエネルギーが強く、そのまま出すと周り
の人に悪影響を与えることになります。ただし、この感情に蓋をしてしまうとストレスが強くなります。
　そんな場面で「あっ、いま自分は怒っているんだ」と気づき「分かったよ。怒っているんだ。腹が立つよ」と受けと
める〝もう一人の自分〟を登場させてみませんか。それだけでかなり違うはずです。感情に任せた言動はセーブされる
でしょう。少し気分が落ち着いたら冷静な考えや判断が戻ってくる可能性もあります。

◆「なるほど」「そういう考え方もあるか」という受けとめ方を習慣づけよう
　アンガーマネジメントという言葉を聞いたことはあると思います。怒りのコントロールに関するたくさんの本に出てき
ます。そして「６秒ルール」という言葉も。これは人の怒りの感情はピークから６秒で鎮まるという理論が背景にあり
ます。６秒の間に深呼吸や数を数えることなどがお勧めです。「あっ、いま怒っている」と気づくことで６秒が過ぎる
のを待つこともできるでしょう。
　怒りの対象から意識を遠ざける方法も怒りのコントロールのひとつです。例えば、上司や部下に怒りを感じた時「自
分はこの人とは次元が違う」と考えることは結構効果があります。その場から離れることもいいでしょう。
　対人関係を悪化させない極意を紹介します。反論したり攻撃するのではなく「それもそうだ
ね」と相手を柔らかく受けとめることです。「なるほどなあ」「そういう考え方もあるな」など
はいかがですか。自分の意見はあくまでも一つの考え方、他人の意見もまた一つの見方、と
とらえ、お互いに「そういうことも言えるかな」という思いに達すれば上出来です。受けとめ
方をちょっとずらすことが鍵です。ここでの結論は「怒っても状況は変わらない」ことです。
Ａさんとはこのような話をして別れました。暗に仕事人間からの脱却も期待して。

怒りの感情、鎮められるのは自分自身です

　産業カウンセラー　柏 木  勇 一
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「にほんばしかわら版」に広告を掲載しませんか？

企業・商品などの PRに

お問い合わせにつきましては当会事務局までお願い致します。

公益社団法人日本橋法人会 事務局
TEL 3667 － 1736

【広告掲載料】
掲載ページ サイズ・色１回の掲載料

裏表紙裏面 100,000 円（税込）

50,000 円（税込）

A4 サイズ・1色

記　載　中 A5 サイズ・1色

広告大募集‼

⬅ 

※広告の内容によりお申し込みをお断りする場合がありますので予めご了承ください。



42

①新年のご挨拶  会長   三田芳裕   ②新年のご挨拶  日本橋税務署長   堀江知洋　

③新年のご挨拶  東京都中央都税事務所長  辻谷久雄  ④新年のご挨拶   中央区長   山本泰人 

⑤タックスフェア日本橋 2019パネルディスカッション  ⑥ スナップ写真で綴る  「タックスフェア日本橋 2019」

⑦令和元年度納税表彰式を挙行   ⑧第9回 税に関する絵はがきコンクール入選結果　

⑨特別研修部会だより「施設見学会を開催」  ⑩女性部会だより「道子の部屋」

⑩日本橋税務署からのお知らせ　　　　　　　　　　⑪中央都税事務所からのお知らせ   

⑫中央区役所からのお知らせ　　　　　　　　　　　⑬日本橋らんちのためのうまいものめぐり「日本橋とやま館」

⑭ぜいきんクイズ

アンケートのお願い
　今般、にほんばしかわら版新春号を発行させていただきましたが、次号への参考のためにも、
皆様の貴重なご意見、ご感想を頂きたく、お手数ですが下記項目にご記入をお願い申し上げます。
尚、アンケートの返却方法については、●FAX 03-3663-3307　● E-mail : support_1@nihonbashi-
hojinkai.or.jp　のいずれかでお願い致します。お答え頂いた方の中から抽選で粗品を進呈します。

日本橋法人会　事務局

●気に入った記事はありましたか？
（下の表の中で気に入った記事がありましたら○をつけて下さい）

●表の①から⑭の中で具体的なご意見、ご感想はありますか？

●にほんばしかわら版への全体のご感想、またはご要望、今後取り上げてほしいテーマなどあ
りましたらご記入下さい。

貴社名　　　　　　　　　　

御芳名　　　　　　　　　　

ご協力ありがとうございました

所在地　　　　　　　　　　
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■　編集後記　■
　あけましておめでとうございます。年頭にあたり、三田会長、堀江税務署長、辻谷中央都税事務所長、山本中央
区長よりご挨拶を頂きました。
　新春号の特集は恒例のパネルディスカッション。表題は「江戸から続く日本橋　百年・三代事業継続と税務対応」
です。創業百年以上の老舗3社の代表者をパネリストに、創業理念、経営改革、事業継続、税務対応、社会貢献と
幅広いテーマでディスカッションが行われました。「食」に携わる3社ですので、原料・製法・味への拘りや嗜好動向の
お話、軽減税率制度や税制全体に対しての意見、地域密着・地域貢献の重要性等、興味深いお話を伺うことができ
ました。充実した内容ながら、飾らない言葉のやりとりが心地よく、楽しい雰囲気の中、行われました。
　活動報告は「スナップで綴る“タックスフェア日本橋2019”」、「納税表彰式を挙行」「絵ハガキコンクール入選結果」「特
別研修部会“施設見学会開催”」等々、ぜひご一読ください。「女性部会だより」は第一成和事務所・八代会長をゲ
ストにお迎えした「道子の部屋」。保険の歴史、災害時リスク管理、洪水ハザードマップの検証等、有意義で貴重な
お話の第1部講演会、千疋屋カフェでのおしゃれな忘年懇親会の第2部と、華やかで楽しい雰囲気が伝わってきます。
　ランチ紹介は「日本橋とやま館」内の和食レストラン
「富山はま作」です。富山湾の新鮮なカニ・ブリ等の
魚介類をふんだんに使ったランチは上質で繊細な味わ
い。贅沢なひと時をお楽しみください。
　税務署、都税事務所、区役所からのお知らせは大
切な内容満載ですのでお目通しをお願いします。新年
の名刺広告には、多数の皆様にご協力頂き誠にありが
とうございました。
　令和2年、今年も広報委員会一同、「にほんばしか
わら版」の内容充実に努めてまいります。今年もよろし
くお願い申し上げます。
　 　　　　　　　　　  広報委員長　飯田　永介
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｢無料法律相談｣｢無料税務・労務相談｣は水曜日開催中（隔週）。
詳細が決定次第、ホームページにＵＰいたします。是非ごらんください！！
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開 催 日 行事内容 会　場 開始時刻
令和２年１月８日（水）

令和２年１月２２日（水）

令和２年１月２３日（木）

令和２年１月２３日（木）

令和２年１月２８日（火）

令和２年１月２９日（水）

令和２年２月６日（木）

令和２年２月７日（金）

令和２年２月１０日（月）

令和２年２月１３日（木）

令和２年２月２１日（金）

令和２年２月２５日（火）

令和２年２月２８日（金）

令和２年３月６･９･１０･１１日

令和２年３月１７日（火）

令和２年３月１８日（水）

令和２年３月１８日（水）

１月決算法人説明会

４の部・６の部地区合同税務研修会

電子帳簿保存法対策セミナー

事業承継・Ｍ＆Ａ・相続・遺言セミナー＆個別相談会

電子帳簿保存法対策セミナー

税務研修・異業種交流会

新設法人説明会

２月決算法人説明会

調査部所管法人税務研修会

２の部・５の部地区合同税務研修会

第一ブロック合同税務研修会

公益法人・一般法人対象　特別研修会

中小企業の“防災・減災”対策セミナー

法人税申告書の書き方入門講座（全４回）

３月決算法人説明会

　　　　〃

　　　　〃

日本橋税務署

横山町奉仕会

法人会研修室

スペース丸八

法人会研修室

東実健保会館

日本橋税務署

日本橋税務署

日本橋公会堂

古賀オール会議室

銀座ブロッサム

日本橋公会堂

銀座ブロッサム

東実健保会館

東実健保会館

〃

〃

13:30～16:00

11:30～14:45

10:00～12:00
15:00～17:00

セミナー 14:00～15:30
相談会 15:40～16:30

10:00～12:00

16:00～18:30

13:30～16:00

13:00～16:00

14:00～15:00

11:30～14:45

14：30～16：00

13:30～15:30

14:00～15:30

13:30～16:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00


